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2026 年 7 月 23 日 

各      位 

会 社 名 株式会社ジャパンインベストメントアドバイザー 

代表者名 代 表 取 締 役  白 岩 直 人 

（東証 プライム市場・コード：7172） 

問合せ先 経 営 企 画 部 長  高 山 太 志 

（ TEL. 03-6550-9307） 

 

株式会社キーサイドの株式取得に関するお知らせ 

 
 

当社は、本日、株式会社キーサイド（以下、キーサイド）の全株式を新たに取得することを決定いたしまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 
１ 本株式取得の背景・目的 

当社グループは、「金融を通じて社会に貢献する企業でありつづける」を経営理念とし、金融商品の

組成・販売･運営事業、プライベート・エクイティ投資事業、並びに各種アドバイザリーサービス等を展開

しています。 

キーサイドは、1998 年の創業以来、ヨット・モーターボート及び付帯用品の販売などを手がけてお

り、主に法人顧客を中心にソリューション提供をしています。 

当社は、新たにキーサイドを子会社化することにより、当社顧客基盤を活用したキーサイドの販路拡

大や、当社グループの収益拡大による企業価値の向上を目指してまいります。 

 

 

２ キーサイドの概要（2026 年 7 月２3 日時点） 

（１） 名称 株式会社キーサイド 

URL :  https://www.quayside.co.jp/ 

（２） 本店所在地 横浜市金沢区白帆 4-3 シーサイドピアビル 3F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 中川 昌司 

（４） 事業内容 ヨット・モーターボート及び付帯用品の販売、仲介、輸出入 

ヨット・モーターボートの艤装及びメンテナンス業務  等 

（５） 創業・設立年月 （創業）1998 年 5 月 （設立）2022 年 11 月※ 

※旧株式会社キーサイドのバイアウトを行うために対象会社を設立（当

初社名：㈱ｼｰ・ﾜｲ・ﾋﾟｰ・1）。バイアウト完了後、対象会社を存続会社とし

旧株式会社キーサイドを吸収合併、社名を現社名に変更。 
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（６） 持株比率 千葉・横浜パートナーシップ１号投資事業有限責任組合 

中川 昌司 

： 91.8％ 

：  8.2％ 

（７） 当社とキーサイドと

の関係 

資本関係：株式取得前において該当事項はありません。 

人的関係：株式取得前において該当事項はありません。 

取引関係：株式取得前において該当事項はありません。 

（８） 当該会社の最近 3 年間の経営成績および財政状態 （単位：百万円） 

 決算期 2023 年 11 月期 2024 年 11 月期 2025 年 11 月期 

純資産 535 713 803 

総資産 2,197 2,644 3,065 

売上高 1,339 2,657 3,072 

営業利益 234 89 196 

経常利益 163 60 168 

当期純利益 118 178 90 

 
３ 株式取得の相手先の概要 

名称 千葉・横浜パートナーシップ 1 号投資事業有限責任組合 

本店所在地 神奈川県横浜市西区みなとみらい三丁目 1 番 1 号 

代表者の役職・氏名 無限責任組合員 ちばぎんキャピタル株式会社 

代表取締役  松本 啓希 

無限責任組合員 横浜キャピタル株式会社 

代表取締役  吉﨑 健一郎 

事業内容 未上場株式等への投資、プライベート・エクイティ・ファンドの運営・管理 

設立年月日 2021 年 4 月 1 日 

当社と当該法人との関係 資本関係：株式取得前において該当事項はありません。 

人的関係：株式取得前において該当事項はありません。 

取引関係：株式取得前において該当事項はありません。 

 

氏名 中川 昌司 （現代表取締役） 

住所 神奈川県横浜市 

当社と当該個人との関係 記載すべき該当事項はありません 

 
４ 取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

株式取得日 2026 年 7 月 29 日 （予定） 

株式取得前の所有株式数 0 株 

取得株式数 61，001 株（100.0％） 

取得価額 守秘義務により非開示といたします。なお、取得価額は当社連結純資

産の 15%は超えていません。 

株式取得後の所有株式数 61，001 株（100.0％） 

 

５ 今後の当社グループにおける事業展望について 

当社グループは、主に全国の中堅・中小企業の様々な経営課題解決に対して、ワンストップで対応

すべく、豊富なサービスラインナップで、顧客本位のソリューション提案を行っております。この度、新

たにキーサイドが当社グループ傘下に加わることにより、金融ソリューションサービスのラインナップ

を拡充し、多様化する顧客ニーズへ対応してまいります。また、当社グループは、富裕層向けビジネス

商材の拡充により新たな事業戦略の推進につなげてまいります。 
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６ 業績への影響 

2026 年２月 10 日に公表した、2026 年 12 月期の業績予想には、本件による影響を見込んでい

ません。当期業績への影響は軽微ですが、通年寄与となる来期以降におきましては相応の利益貢献を

見込んでいます。なお、今後公表すべき事実が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以上 

 

本件に関する問合せ先 

広報・ＩＲ室 

TEL：03-6550-9307 


